
東松山市が実施する令和７年度
共生社会づくりの取組について

東松山市障害者福祉課
令和８年1月

資料２



①きらめき出前講座の実施
「きらめき出前講座」とは・・・市民の皆さんが開催する学習の場に
市職員等を講師として派遣し、東松山市の様々な情報等を分かりやす
く説明しています。

【内容】
①「私たちのまちの障害者福祉サービス」
障害の基本情報や地域のサポート機関、障害者手帳取得後に利用できるサービスを
紹介
②「障害への理解〜認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進〜」
障害を理由とする差別の禁止や合理的配慮の提供、障害特性に配慮した支援等、障
害のある人もない人も自分らしく安心して生活できる共生社会づくりについての紹
介

【実績】
きらめき市民大学、民生・児童委員協議会 等



１．「私たちのまちの障害者福祉サービス」



２．「障害への理解〜認め合い、支え合い、ともに暮らすまち 東松山の推進〜」
きらめき出前講座
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障害への理解
認め合い、支え合い、ともに暮らすまち

東松山の推進

本日のお話
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・障害者差別解消法とは
＜３つのポイント＞
・不当な差別的取扱いの禁止
・合理的配慮の提供
・環境の整備
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建設的対話とは
合理的配慮の提供にあたって、社会的なバリ
アを取り除くために必要な対応について、障
がいのある人と事業者が対話を重ね、共に解
決策を検討していくこと

障害のある人からの申出への対応
が難しい場合でも、建設的対話に
努めることで目的に応じて代わり
の手段を見つけていくことが大切

合理的配慮の具体例
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・車椅子利用者な
どのために周囲の
人が手助けする。

・障害の特性に応じたコ
ミュニケーション手段
（手話、読み上げ、筆談
など）で窓口対応する。



②チラシの配付
東松山市商工会の会員約１，７００事業所に対して
合理的配慮の提供の義務化に関するチラシを配付



③みんなで楽しむバリアフリー演劇in東松山
「ヘレン・ケラー〜ひびき合うものたち」

【バリアフリー演劇とは】
舞台後方の字幕とライブで役者の動きなどを俳優が説明する音声ガイド
に加え、舞台衣装をまとった手話通訳者が役者と連動しながら舞台上で
手話表現を行う。

【開催場所】
東松山市民体育館

【開催日時】
令和７年１０月１３日（月）

【当日参加者数】
３４３人（うち、１８歳未満 ７人

障害者 ５２人）



④-1 東松山市障害者作品展
【内容】
パラリンアートの公募展で数々の賞を受賞している長谷部航輝さんをはじめ、市内
障害福祉サービス事業所に通う方々等の個性豊かな作品を展示する東松山市障害者
作品展を開催。

【開催場所】
１０月〜１１月 東松山市総合会館１階多目的室
１２月 東松山市役所１階市民ホール

【来場者数（来場シールを貼った人）】
５６６人（昨年度︓５３２人）

【出展者】
長谷部 航輝さん
市内生活介護事業所 １２事業所
市内就労継続支援Ｂ型事業所 ４事業所
市内在住者



④-2 東松山市障害者作品展
東松山市総合会館



④-3 東松山市障害者作品展
来場者の声（感想ノートより）



④-4 東松山市障害者作品展
市役所



⑤精神保健福祉ボランティア養成講座の開催
【内容】
精神障害者の社会復帰を促進するため、周囲の理解と協力を得られるよ
う、精神保健福祉についての情報提供、知識の習得及びボランティアの
育成を目的として開催する講座。

【テーマ】
①ピアサポーター活動を通して（パネルディスカッション）
②地域生活を支える事業所の取り組み（講座）

【日時・参加者数】
①令和７年１０月２２日（水）参加者︓７名
②令和７年１０月２４日（金）参加者︓７名



⑥デジタルサイネージへの掲載
「心のバリアフリー」を学ぶアニメーション教材及び「手話あいさつ
１００％運動」を市役所市民ホール、高坂駅東口駅前広場に掲載

市役所市民ホール 高坂駅東口駅前広場



⑦ -1 「手話言語の国際デー」に係るブルーライトアップ

〜手話言語の国際デーとは〜

手話言語が音声言語と対等である
ことを認め、ろう者の人権が完全
に保障されるよう、国連加盟国が
社会全体で手話言語についての意
識を高める手段を講じることを促
進するため、平成29年に国連総会
で決議された。
世界ろう連盟から、この趣旨に賛
同いただける自治体等に対し、シ
ンボルカラーである青色で公共施
設等をライトアップするよう呼び
かけている。 当日写真（松本町一丁目緑地）



⑦ -2 「手話言語の国際デー」に係るブルーライトアップ

チラシ１（各市民活動センター、市立図書館、
社会福祉協議会等で配布）

チラシ２（近隣小学校で配布）



⑧東京2025デフリンピック競技大会の普及・啓発
昨年11月に開催された「東京2025デフリンピック競技
大会」について、市民に対して広く周知を行った。



⑨新規採用職員に対して障害者差別解消法について説明

令和７年度に入庁した新規採用職員向けの研修で周知
を図るとともに、障害者差別解消法について説明し、
理解促進を行った。


